
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ユーザーコントロールをエンドエフェクタに操

作可能なように連結する作動要素を有するシャフトを備

えた、改善された医療器具を提供する。

【解決手段】医療器具はシャフト１６を通って延びてい

るチャネルを有するシャフト１６と、チャネルを通って

延びている作動要素とを備えている。医療器具はシャフ

トの遠位端２２に配置されており、作動要素の遠位端に

操作可能なように連結されているエンドエフェクタ１４

であって、作動要素がエンドエフェクタ１４を第１の相

対的配置と第２の相対的配置との間で作動させるように

構成されているエンドエフェクタ１４を更に備えること

ができる。第１の相対的配置に対応する第１の位置と第

２の相対的配置に対応する第２の位置との間で作動可能

であるコントロール１８であって、コントロール１８が

第１の位置にある時、コントロール１８は作動要素から

操作可能なように連結が断たれるコントロール１８を更

に備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 シ ャ フ ト で あ っ て 、 当 該 シ ャ フ ト を 通 っ て 延 び て い る チ ャ ネ ル を 有 し 、 近 位 端 お よ び 遠
位 端 を 有 す る 、 前 記 シ ャ フ ト と 、
　 前 記 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び て い る 作 動 要 素 で あ っ て 、 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 、 前
記 作 動 要 素 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 作 動 要 素 の 前 記 遠 位 端 に 操 作
可 能 な よ う に 連 結 さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 前 記 作 動 要 素 が 、 前 記 エ ン ド エ
フ ェ ク タ を 第 １ の 相 対 的 配 置 と 第 ２ の 相 対 的 配 置 と の 間 で 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 第 １ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 ２ の
位 置 と の 間 で 作 動 可 能 で あ る コ ン ト ロ ー ル で あ っ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置
に あ る 時 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル は 前 記 作 動 要 素 か ら 操 作 可 能 な よ う に 連 結 が 断 た れ る 、 前 記
コ ン ト ロ ー ル と 、
　 を 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト お よ び 前 記 作 動 要 素 は 、 可 撓 性 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト お よ び 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ネ ル の 中 に 挿 入
さ れ る 大 き さ に 作 ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 組 織 を 掴 む よ う に 、 組 織 を 留 め る よ う に 、 針 を 保 持 す る よ う
に 、 留 め 具 を 使 用 す る よ う に 、 ク リ ッ プ を 使 用 す る よ う に 、 組 織 を 引 っ 込 め る よ う に 、 組
織 を 切 断 す る よ う に 、 ま た は 、 組 織 に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 医 療
器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 か み 合 い 機 構 で あ っ て 、
　 　 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 さ れ る 時 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 前 記 作 動
要 素 に 、 解 放 可 能 な よ う に か み 合 わ せ る よ う に 構 成 さ れ た ク ラ ッ チ 要 素 、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 第 １ の 位 置 に 付 勢 さ れ る よ う に 、 前 記 作 動 要 素 に 戻 り 力
を 加 え る よ う に 構 成 さ れ た ば ね 要 素 、
　 を 有 す る 、 前 記 か み 合 い 機 構 、
　 を 更 に 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 は 、 硬 質 材 料 を 通 過 す る 開 口 を 有 す る 前 記 硬 質 材 料 で 形 成 さ れ て お り
、
　 前 記 か み 合 い 機 構 は 、
　 前 記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 駆 動 要 素 で あ っ て 、 前 記 開 口 を 通 っ て 挿 入
さ れ 、 そ う さ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ の 位 置 か ら 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 作 動 さ せ る こ と
に よ り 、 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 が 前 記 開 口 で 前 記 駆 動 要 素 の 上 に ロ ッ ク さ れ る よ う に 、 前 記 駆
動 要 素 に 対 し て 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 を 配 向 す る 、 前 記 駆 動 要 素 、
　 を 更 に 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
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　 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 は 、 前 記 作 動 要 素 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の ギ ア を 有 し て お り 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル は 、 第 ２ の ギ ア を 有 し て お り 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 操 作 可 能
な よ う に 解 放 さ れ 、 ま た 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 と の 間 に
あ る 時 、 操 作 可 能 な よ う に か み 合 わ さ れ 、
　 前 記 ば ね 要 素 は 、 前 記 ば ね 要 素 の 力 が 前 記 作 動 要 素 に 加 え ら れ る よ う に 、 前 記 第 １ の ギ
ア と 前 記 ハ ン ド ル と の 間 に 操 作 可 能 な よ う に 配 置 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の ギ ア は 、 前 記 ハ ン ド ル 上 の ト ラ ッ ク に 沿 っ て 近 位 方 向 お よ び 遠 位 方 向 に 作 動
す る よ う に 抑 制 さ れ て い る ラ ッ ク セ グ メ ン ト で あ り 、
　 前 記 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル に 取 り 付 け ら れ た ギ ア セ ク タ ー で あ っ て 、 前 記 コ
ン ト ロ ー ル の 作 動 に よ っ て 、 前 記 第 ２ の ギ ア が 回 転 す る よ う に 、 前 記 ハ ン ド ル に 回 転 可 能
な よ う に 取 り 付 け ら れ た 、 前 記 ギ ア セ ク タ ー で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 シ ャ フ ト で あ っ て 、 当 該 シ ャ フ ト を 通 っ て 延 び て い る チ ャ ネ ル を 有 し 、 近 位 端 お よ び 遠
位 端 を 有 す る 、 前 記 シ ャ フ ト と 、
　 前 記 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び て い る 作 動 要 素 で あ っ て 、 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 、 前
記 作 動 要 素 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 作 動 要 素 の 前 記 遠 位 端 に 操 作
可 能 な よ う に 連 結 さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 前 記 作 動 要 素 が 、 前 記 エ ン ド エ
フ ェ ク タ を 第 １ の 相 対 的 配 置 と 第 ２ の 相 対 的 配 置 と の 間 で 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ て い る ハ ン ド ル で あ っ て 、 前 記 第 １ の 相 対 的
配 置 に 対 応 す る 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 で 作 動 可
能 で あ る コ ン ト ロ ー ル を 有 し 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 前 記 コ ン ト
ロ ー ル は 前 記 作 動 要 素 か ら 操 作 可 能 な よ う に 連 結 が 断 た れ る 、 前 記 ハ ン ド ル と 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 す る 時 、 前 記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 端 に 前 記
コ ン ト ロ ー ル を 操 作 可 能 な よ う に 連 結 す る た め の か み 合 い 機 構 と 、
　 を 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
〔 発 明 の 背 景 〕
　 本 出 願 は 、 医 療 器 具 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 外 科 用 内 視 鏡 器 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 師 は 、 可 撓 性 内 視 鏡 を 通 し て 挿 入 さ れ た 長 い 可 撓 性 器 具 を 使 用 し て 、 患 者 の 体 の 自 然
開 口 部 を 通 し て 確 実 な 医 療 処 置 を 施 し 、 時 に は コ ス ト が よ り 高 く 、 よ り 苦 痛 を 伴 う 外 科 的
処 置 を 回 避 し て い る 。 可 撓 性 内 視 鏡 器 具 は 、 長 さ 約 １ ～ 約 ２ ｍ 、 直 径 約 ２ ～ 約 ２ ｍ ｍ で あ
る 内 視 鏡 シ ャ フ ト 部 分 を 有 す る こ と が あ る 。 内 視 鏡 シ ャ フ ト は 、 チ ャ ネ ル と 、 該 チ ャ ネ ル
を 通 っ て 延 び て い る 作 動 要 素 (actuating element)（ 例 え ば 、 金 属 製 ワ イ ヤ ） と を 有 す る
可 撓 性 チ ュ ー ブ を 備 え て い る 場 合 が あ る 。 内 視 鏡 シ ャ フ ト の 遠 位 端 の エ ン ド エ フ ェ ク タ (e
nd effector)を 操 作 す る た め に 、 制 御 装 置 が 、 作 動 要 素 の 近 位 端 に 、 操 作 可 能 な よ う に 接
続 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 作 動 要 素 と チ ュ ー ブ と の 間 の 故 意 で な い 相 対 的 な 作 動 は 、 時 々 、 結 果 的 に 、 エ ン ド エ フ
ェ ク タ が 、 始 動 さ れ て い な い 作 用 (uninitiated action)を 引 き 起 こ す こ と が あ る 。 こ の こ
と は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル が 、 あ る 位 置 に 保 持 さ れ て い る か 、 ま た は 、 ロ ッ ク
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さ れ て お り 、 シ ャ フ ト が 、 患 者 の 上 部 ま た は 下 部 の 胃 腸 管 の 曲 が り く ね っ た 通 路 に 沿 っ て
進 む 間 に 生 じ る こ と が あ る 。 シ ャ フ ト が 曲 が る こ と に よ っ て 、 結 果 的 に チ ャ ネ ル の 有 効 長
さ が 変 わ り 、 そ れ に よ っ て 、 チ ュ ー ブ と 作 動 要 素 と の 間 に 相 対 的 な 作 動 が 生 じ 、 次 に は 、
始 動 さ れ て い な い 作 用 を 引 き 起 こ す 。 幾 種 類 か の 器 具 （ 例 え ば 、 掴 む 器 具 ） に と っ て 、 こ
の 始 動 さ れ て い な い 作 用 は 、 比 較 的 無 害 で あ る 場 合 が あ る が 、 厄 介 で あ る 。 他 の 種 類 の 器
具 （ 例 え ば 、 ク リ ッ プ ア プ ラ イ ヤ ー (clip appliers)お よ び 切 断 器 具 ） に と っ て 、 こ の 始
動 さ れ て い な い 作 用 は 、 患 者 を 傷 つ け 、 お よ び ／ ま た は 、 操 作 の 遅 延 を 引 き 起 こ す こ と が
あ る で あ ろ う 。 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル が 、 あ る 位 置 に 保 持 さ れ て お ら ず 、 か つ 、 ロ ッ ク さ
れ て お ら ず 、 し か も 、 器 具 が 、 「 自 由 に 動 い て (float)」 、 こ の 相 対 的 動 き を 調 整 す る こ
と が で き る な ら ば 、 使 用 可 能 な 入 力 動 (input motion)、 ま た は 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル の
ス ト ロ ー ク (stroke)の 量 は 、 該 器 具 が 機 能 し な い よ う な 具 合 に 減 少 す る こ と が で き る で あ
ろ う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 幾 種 類 か の 現 行 の 医 療 器 具 を 取 り 扱 う 間 、 シ ャ フ ト 部 品 の 相 対 的 作 動 の 問 題 に 加 え て 、
関 連 す る 製 造 の 問 題 が 存 在 す る こ と も あ る 。 諸 シ ャ フ ト 部 品 の 長 さ お よ び 他 の 寸 法 の た め
の 十 分 厳 し い 許 容 範 囲 を 維 持 し て 、 非 常 に 多 く の 器 具 を 組 立 て る 間 に 生 じ る こ と の あ る プ
ロ セ ス 制 御 の 変 動 を 最 小 限 に 抑 え る こ と は 、 時 々 困 難 で あ る 場 合 が あ る 。 非 常 に 多 く の 部
品 を 拒 絶 す る こ と を 回 避 す る た め の 一 つ の 一 般 的 実 践 は 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル が 、 エ ン
ド エ フ ェ ク タ を 操 作 す る の に 十 分 な 範 囲 の 入 力 動 (input motion)を 有 す る よ う な 具 合 に 、
諸 部 品 を ぴ っ た り 組 み 合 わ せ る こ と 、 お よ び ／ ま た は 、 各 々 の 器 具 の 特 注 組 み 立 て を 行 う
こ と (custom assemble)で あ る 。 し か し 、 何 千 台 も の 器 具 が 、 こ の よ う に し て あ る 期 間 に
わ た っ て 製 造 さ れ る 場 合 、 製 造 時 間 お よ び 諸 材 料 に 関 連 し 、 著 し く 高 い コ ス ト に な る こ と
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 医 療 器 具 を 使 用 し て い る 間 の 、 器 具 の シ ャ フ ト の 屈 曲 に 起 因 す る 、 エ ン ド
エ フ ェ ク タ の 始 動 さ れ て い な い 作 用 も 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル の 入 力 動 の 損 失 も 全 く 存 在
し な い よ う な 具 合 に 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル を エ ン ド エ フ ェ ク タ に 操 作 可 能 な よ う に 連 結
す る 作 動 要 素 を 有 す る シ ャ フ ト を 備 え た 、 改 善 さ れ た 医 療 器 具 に 対 す る 必 要 性 が 存 在 す る
。 更 に 、 同 様 の 医 療 用 途 の た め に 設 計 さ れ た 従 来 の 器 具 に 比 べ て 、 製 造 を よ り 安 価 と す る
こ と が で き る 器 具 に 対 す る 必 要 性 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 医 療 器 具 は 、 シ ャ フ ト を 通 っ て 延 び て い る チ ャ ネ ル を 有 す る
シ ャ フ ト と 、 こ の チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び て い る 作 動 要 素 と 、 を 備 え て い る 。 該 医 療 器 具 は
、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 作 動 要 素 の 遠 位 端 に 操 作 可 能 な よ う に 連 結
さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 作 動 要 素 が 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 第 １ の 相 対 的 配
置 と 第 ２ の 相 対 的 配 置 と の 間 で 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 更
に 備 え る こ と が で き る 。 該 医 療 器 具 は 、 第 １ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 １ の 位 置 と 第 ２ の
相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 で 作 動 可 能 で あ る コ ン ト ロ ー ル で あ っ て 、 コ ン ト
ロ ー ル が 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 コ ン ト ロ ー ル は 作 動 要 素 か ら 操 作 可 能 な よ う に 連 結 が 断 た
れ る 、 コ ン ト ロ ー ル を 更 に 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 も う １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 医 療 器 具 は 、 シ ャ フ ト を 通 っ て 延 び て い る チ ャ ネ ル を 有
す る シ ャ フ ト と 、 こ の チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び て い る 作 動 要 素 と 、 を 備 え る こ と が で き る 。
該 器 具 は 、 シ ャ フ ト の 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 作 動 要 素 の 遠 位 端 に 操 作 可 能 な よ
う に 連 結 さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 作 動 要 素 が 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 第 １ の
相 対 的 配 置 と 第 ２ の 相 対 的 配 置 と の 間 で 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 エ ン ド エ フ ェ
ク タ を 更 に 備 え る こ と が で き る 。 該 器 具 は 、 シ ャ フ ト の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル
を 更 に 備 え る こ と が で き る 。 該 ハ ン ド ル は 、 第 １ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 １ の 位 置 と 第
２ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 で 作 動 可 能 で あ る コ ン ト ロ ー ル で あ っ て 、 コ
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ン ト ロ ー ル が 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 コ ン ト ロ ー ル は 作 動 要 素 か ら 操 作 可 能 な よ う に 連 結 が
断 た れ る 、 コ ン ト ロ ー ル を 有 す る こ と が で き る 。 ハ ン ド ル は 、 コ ン ト ロ ー ル が 第 １ の 位 置
か ら 作 動 す る 時 、 作 動 要 素 の 近 位 端 に コ ン ト ロ ー ル を 操 作 可 能 な よ う に 連 結 す る た め の か
み 合 い 機 構 を 更 に 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 医 療 器 具 の 他 の 実 施 形 態 は 、 次 の 記 述 、 添 付 図 面 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 か ら 明 ら か に な
る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 記 述 〕
　 図 １ は 、 概 し て １ ０ で 示 さ れ る 可 撓 性 内 視 鏡 器 具 の 典 型 的 な 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ り 、
ま た 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 第 ２ の 位 置 に あ り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 閉 じ た 配
置 に な っ て い る 。 器 具 １ ０ は 、 近 位 端 ２ ０ お よ び 遠 位 端 ２ ２ を 有 す る 細 長 い 可 撓 性 シ ャ フ
ト １ ６ を 備 え て い る 。 医 師 は 、 器 具 １ ０ の 可 撓 性 部 分 を 内 腔 （ 例 え ば 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン
グ チ ャ ネ ル (working channel)、 ま た は 、 患 者 の 生 来 の 開 口 部 ） の 中 に 導 入 す る こ と が で
き る 。 器 具 １ ０ は 、 シ ャ フ ト １ ６ の 近 位 端 ２ ０ に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル １ ２ を 更 に 有 す
る こ と が で き る 。 使 用 者 は 、 ハ ン ド ル １ ２ の グ リ ッ プ １ ７ を 握 り 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル
１ ８ を 作 動 さ せ て エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 操 作 す る こ と が で き る 。 図 １ に 示 す ハ ン ド ル １
２ の 相 対 的 配 置 (configuration)は 、 単 に 、 多 く の 可 能 な 相 対 的 配 置 の 一 例 と し て 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 、 開 い た 配 置 で 示 さ れ て い る 、 内 視 鏡 器 具 １ ０ の エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ の 詳 細 な
断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 閉 じ た 配 置 で 示 さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ の 詳 細 図 で あ る
。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、 旋 回 心 軸 ４ ０ に て 保 持 具 (retainer)３ ８ に 、 操 作 可 能 な よ う
に 連 結 さ れ て い る 、 向 か い 合 わ せ に で き る 一 対 の 顎 (jaws)２ ４ ， ２ ５ を 含 む 。 保 持 具 ３ ８
は 、 シ ャ フ ト １ ６ の 遠 位 端 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 シ ャ フ ト １ ６ は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を
保 持 す る チ ャ ネ ル ３ ６ を 画 定 す る チ ュ ー ブ ３ ４ を 有 し て い る 。 ケ ー ブ ル ３ ０ は 作 動 要 素 と
し て 機 能 す る 。 張 力 (tension)が ケ ー ブ ル ３ ０ に 加 え ら れ た 時 、 顎 ２ ４ ， ２ ６ が 閉 位 置 ま
で 移 動 す る よ う な 具 合 に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ の 遠 位 端 は 、 コ ネ ク タ ３ ２ に よ っ て 連 動 機 構 (lin
kage)２ ８ に 操 作 可 能 な よ う に 連 結 さ れ て い る 。 ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 単 一 フ ィ ラ メ ン ト 、 複
数 本 撚 り 合 せ (multi-stranded)フ ィ ラ メ ン ト 、 ま た は 、 編 み (braided)フ ィ ラ メ ン ト で あ
る こ と が あ る 。 そ れ ら の フ ィ ラ メ ン ト は 、 例 え ば 、 当 該 技 術 分 野 で 周 知 で あ る 、 ポ リ マ ー
、 金 属 ま た は 他 の 適 切 な 材 料 か ら 形 成 さ れ た も の で あ る 。 ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 可 撓 性 で は あ
る が 、 シ ャ フ ト １ ６ お よ び グ リ ッ プ １ ７ の 中 で 適 切 に 抑 制 さ れ て い る 時 、 両 方 の 長 さ 方 向
に 線 形 力 (linear force)を 伝 達 す る の に 十 分 堅 い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、 内 視 鏡 器 具 １ ０ に 適 合 さ せ る こ と の で き る 多 数 の 型 の エ ン ド
エ フ ェ ク タ の 典 型 で あ る 。 他 の 型 の 諸 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ に 張 力 や 圧 力 が
加 わ る 時 、 該 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 所 望 の 作 動 を 行 う よ う な 具 合 に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ に 操 作 可
能 な よ う に 接 続 す る こ と が で き る （ 図 ２ ） 。 こ の 所 望 の 作 動 は 、 顎 を 開 閉 さ せ て 組 織 を 掴
む こ と (grasp)、 つ ま む こ と (pinch)、 切 開 す る こ と (dissect)、 留 め る こ と (clamp)も し く
は 切 り 取 る こ と (scissor)、 締 め 付 け 要 素 (fastening element)を 配 置 す る こ と 、 ク リ ッ プ
を 配 置 す る こ と 、 組 織 を 切 断 す る こ と 、 ス テ ー プ ル を 配 置 す る こ と 、 組 織 の 中 に 物 質 (mat
ter)を 注 入 す る こ と 、 ス テ ン ト を 配 置 す る こ と 、 ま た は 、 治 療 用 デ バ イ ス (therapeutic d
evice)を 置 く こ と を 包 含 す る こ と が で き る が 、 そ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 更 に 関 連 す る が 、 チ ュ ー ブ ３ ４ は 、 可 撓 性 コ イ ル 状 ワ イ ヤ 、 押 出 し ポ リ マ ー チ ュ
ー ブ 、 ま た は 、 当 該 技 術 分 野 で 周 知 の 多 数 種 の 材 料 の い ず れ か １ 種 か ら 形 成 す る こ と が で
き る 。 シ ャ フ ト １ ６ が 曲 げ ら れ る か 、 ま た は 屈 曲 さ れ る と 、 チ ャ ネ ル ３ ６ は 、 曲 線 軸 ３ １
に 沿 っ て 事 実 上 伸 び て 、 ケ ー ブ ル ３ ０ と チ ュ ー ブ ３ ４ と の 間 に 、 僅 か な 相 対 的 な 移 動 量 を
生 じ さ せ る こ と が あ る 。 次 に 記 述 さ れ る よ う に 、 こ の 相 対 的 な 移 動 量 が 生 じ て い る 間 、 お
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よ び 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 解 放 さ れ て い る 間 で あ っ て も 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４
お よ び ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 静 止 し た 状 態 の ま ま で あ る よ う な 具 合 に 、 内 視 鏡 器 具
１ ０ は 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し た が っ て 、 （ 作 動 要 素 と も 称 さ れ る ） ケ ー ブ ル ３ ０ の 遠 位 端 は エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４
に 対 し て 静 止 し て い る が 、 ケ ー ブ ル ３ ０ の 近 位 端 が シ ャ フ ト １ ６ の 近 位 端 に 対 し て 作 動 す
る こ と が で き る よ う な 具 合 に 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 、 第 １ の 位 置 で エ ン ド エ フ ェ
ク タ １ ４ か ら 解 放 さ れ る 。 こ の こ と は 、 次 に 記 述 さ れ る 他 の 諸 実 施 形 態 に も 当 て は ま る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ お よ び 図 ６ は 、 内 視 鏡 器 具 １ ０ の ハ ン ド ル １ ２ の 部 分 切 り 欠 き 図 で あ り 、 グ リ ッ プ
１ ７ に 取 り 付 け ら れ た か み 合 い 機 構 ５ ０ の 第 １ の 実 施 形 態 を 有 す る 。 図 ５ は 、 図 ６ の か み
合 い 機 構 ５ ０ の 線 ５ － ５ で 切 り 取 っ た 断 面 図 で あ る 。 使 用 者 は 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １
８ を 、 (図 ４ に 示 さ れ る )第 １ の 位 置 と 、 （ 図 ６ に 示 さ れ る ） 第 ２ の 位 置 と の 間 で 操 作 し 、
か み 合 い 機 構 ５ ０ を 軸 ５ ２ に 沿 っ て 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 第 １ の
位 置 に あ る 時 、 ケ ー ブ ル ３ ０ は コ ン ト ロ ー ル １ ８ か ら 解 放 さ れ て い る 。 使 用 者 が コ ン ト ロ
ー ル １ ８ を 第 １ の 位 置 か ら 作 動 さ せ る 時 、 使 用 者 が 図 ２ に 示 さ れ る エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４
を 操 作 す る こ と が で き る よ う に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ は コ ン ト ロ ー ル １ ８ と か み 合 う 。 コ ン ト ロ
ー ル １ ８ の （ 「 Ａ 」 で 示 さ れ る ） 全 動 作 は 、 軸 ５ ２ に 沿 っ て か み 合 い 機 構 ５ ０ を 作 動 さ せ
、 （ 図 ４ の 「 Ｐ １ 」 で 示 さ れ る ） 第 １ の 位 置 の 終 点 か ら 、 （ 図 ４ の 「 Ｐ ２ 」 で 示 さ れ る ）
第 ２ の 位 置 の 終 点 ま で の 、 （ 「 Ｄ １ 」 に よ っ て 示 さ れ る ） 全 ス ト ロ ー ク を 作 動 さ せ る 。 ケ
ー ブ ル ３ ０ も ま た 、 近 位 方 向 に 距 離 「 Ｄ １ 」 を 作 動 す る よ う な 具 合 に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ は 、
機 構 ５ ０ に 操 作 可 能 な よ う に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ の 第 １ の 位 置 は 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ が ケ ー ブ ル ３ ０
と 操 作 可 能 な よ う に か み 合 う こ と を 十 分 に 可 能 に す る 、 か み 合 い 機 構 ５ ０ の 僅 か な 初 期 移
動 量 に 対 応 す る 多 数 の 位 置 の い ず れ か に 関 連 す る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 ユ ー ザ ー コ ン
ト ロ ー ル １ ８ が （ 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で ） 第 １ の 位 置 を 越 え て 更 に 作 動 す る 間
、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ お よ び ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 操 作 可 能 な よ う に か み 合 っ た ま ま で
あ る 。 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ の 第 １ お よ び 第 ２ の 位 置 は 、 そ れ ぞ れ 、 エ ン ド エ フ ェ ク
タ １ ４ の 第 １ お よ び 第 ２ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る こ と も 理 解 す べ き で あ る 。 同 様 に 、 ユ ー
ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ の 中 間 位 置 は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ の 中 間 の 相 対 的 配 置 に 対 応 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 か み 合 い 機 構 ５ ０ は 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ を ケ ー ブ ル ３ ０ に か み 合 わ せ る た め の
ク ラ ッ チ 要 素 (clutching element)５ ４ を 備 え る こ と が で き る 。 か み 合 い 機 構 ５ ０ は 、 ク
ラ ッ チ 要 素 ５ ４ が ケ ー ブ ル ３ ０ と か み 合 っ て い る 時 、 ケ ー ブ ル ３ ０ に 戻 り 力 (return forc
e)「 Ｆ １ 」 を 加 え る ば ね ５ ６ を 更 に 備 え る こ と が で き る 。 ば ね ５ ６ は 、 コ イ ル 状 (coiled)
ス テ ン レ ス 鋼 ワ イ ヤ で 形 成 さ れ た 圧 縮 ば ね で あ る 場 合 が あ る 。 一 つ の 実 施 形 態 に お い て 、
戻 り 力 は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ が 遠 位 に 作 動 す る よ う に ケ ー ブ ル ３ ０ を 動 か し 、 そ う す る こ と に
よ っ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 動 か し て 、 開 い た 相 対 的 配 置 に す る こ と が で き る 。 ば ね
５ ６ は ま た 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 解 放 さ れ る 時 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 第
１ の 位 置 に あ る よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ は 、 ス ク リ ー ン ド ア ば ね (screen door spring)／ ダ ン パ ー ロ ッ ド (dam
per rod)を 、 伸 長 さ れ た 位 置 に 保 持 す る た め に 一 般 に 使 用 さ れ る デ バ イ ス に 、 形 態 お よ び
操 作 原 理 が 類 似 す る こ と が あ る 。 ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ は 、 金 属 ま た は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク の 平
板 で 形 成 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ が ド ラ イ ブ ロ ッ ド (drive rod
)５ ７ に 対 し て ほ ぼ 垂 直 で あ る 時 、 ド ラ イ ブ ロ ッ ド ５ ７ の 全 面 に わ た っ て 緩 く 嵌 ま る 開 口
部 ６ ４ を 備 え る こ と が で き る 。 ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ は 、 旋 回 心 軸 ６ ０ で ボ ッ ク ス ５ ８ の 内 部
に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 一 つ の 実 施 形 態 に お い て 、 ボ ッ ク ス ５ ８ は 、 遠 位 （ 左 側 ） 端
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面 で 開 い て お り 、 他 の 全 て の 面 で 閉 じ て い る 場 合 が あ る 。 ば ね ５ ６ は 、 ボ ッ ク ス ５ ８ の 近
位 (右 側 )端 面 を 押 す こ と が で き る 。 ト ル ク ば ね ６ ２ は 、 ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ を 付 勢 し 、 旋 回
心 軸 ６ ０ の 周 り に 回 転 す る こ と が で き る 。 か み 合 い 機 構 ５ ０ が 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 グ リ
ッ プ １ ７ に 取 り 付 け ら れ て い る 止 め 具 (stop)６ ６ 、 ま た は 、 グ リ ッ プ １ ７ と 一 体 的 に 形 成
さ れ て い る 止 め 具 ６ ６ が 、 ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ が ド ラ イ ブ ロ ッ ド ５ ７ と ほ ぼ 垂 直 な 関 係 に な
る よ う に ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ を 保 持 し て 、 ド ラ イ ブ ロ ッ ド ５ ７ が ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８
か ら 切 り 離 さ れ て 長 手 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る よ う な 具 合 に 、 ボ ッ ク ス ５ ８ を 配 置 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 グ リ ッ プ １ ７ は 、 （ 図 示 さ れ て い な い ） 継 ぎ 目 (seam)に 沿 っ て 一 緒 に 接 合 さ れ た ２ つ の
半 シ ェ ル (half-shells)で あ っ て 、 か み 合 い 機 構 ５ ０ を 保 持 す る 空 洞 を 画 定 す る 上 記 ２ つ
の 半 シ ェ ル で 形 成 す る こ と が で き る 。 ト ラ ッ ク (track)７ ８ は 、 各 々 の 半 シ ェ ル の 内 側 か
ら 延 び て お り 、 ボ ッ ク ス ５ ８ が 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 を 移 動 す る よ う に 、 こ の ボ
ッ ク ス を 誘 導 す る こ と が で き る 。 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と
の 間 で 操 作 す る こ と に よ っ て 、 ボ ッ ク ス ５ ８ が 軸 ５ ２ に 沿 っ て 端 点 （ Ｐ １ ， Ｐ ２ ） の 間 で
作 動 す る よ う な 具 合 に 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ か ら 延 び て い る フ ォ ー ク (fork)７ ６ の 一 対 の 爪
(tines)（ ７ ２ ， ７ ４ ） は 、 ボ ッ ク ス ５ ８ か ら 延 び て い る 支 柱 (posts)（ ６ ８ ， ７ ０ ） と 操
作 可 能 な よ う に か み 合 う こ と が で き る 。 一 つ の 実 施 形 態 に お い て 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 、
レ バ ー 軸 (lever pivot)７ ９ の 周 り に 旋 回 す る レ バ ー で あ る 場 合 が あ る 。 使 用 者 が 最 初 、
コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 押 す と 、 ボ ッ ク ス ５ ８ は 近 位 （ 右 側 ） に 移 動 し 、 ま た 、 ク ラ ッ チ 要 素
５ ４ は 傾 き 、 そ う す る こ と に よ っ て 、 開 口 部 ６ ４ に お い て ド ラ イ ブ ロ ッ ド ５ ７ が ロ ッ ク さ
れ る 。 コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 続 け て 押 す こ と に よ っ て 、 ボ ッ ク ス ５ ８ は 近 位 に 更 に 押 し 進 め
ら れ 、 そ う さ れ る こ と に よ っ て 、 ケ ー ブ ル ３ ０ は 引 っ 張 ら れ 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 、
開 い た 相 対 的 配 置 か ら 閉 じ た 相 対 的 配 置 ま で 作 動 す る 。 コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 第 １ の 位 置 と
第 ２ の 位 置 と の 間 の い ず れ か の 地 点 で 解 放 す る こ と に よ っ て 、 ば ね ５ ６ は コ ン ト ロ ー ル １
８ を 第 １ の 位 置 ま で 戻 し 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 開 い た 相 対 的 配 置 ま で 戻 す こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ ～ 図 ６ の 可 撓 性 内 視 鏡 器 具 １ ０ お よ び ハ ン ド ル １ ２ は 、 ケ ー ブ ル ３ ０ に 引 張 力 ま た
は 張 力 を 加 え る た め に 図 示 さ れ て き た 。 し か し 、 ハ ン ド ル １ ２ は 、 押 し 進 め る 力 ま た は 圧
縮 力 (pushing or compressive force)を ケ ー ブ ル ３ ０ に 加 え る よ う に 構 成 さ れ る こ と も 可
能 で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 ば ね ５ ６ は 、 圧 縮 ば ね で は な く 引 張 り ば ね で あ る 場 合 が あ
り 、 ま た 、 図 ４ に 見 ら れ る よ う に 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 、 ボ ッ ク ス ５ ８ が 爪 （ ７
２ ， ７ ４ ） に よ っ て 右 側 か ら 左 側 へ 押 さ れ て 誘 導 さ れ る よ う に 、 反 対 方 向 に （ レ バ ー 軸 ７
９ の 周 り を 時 計 回 り に ） 作 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ７ お よ び 図 ９ は 、 図 １ の ハ ン ド ル １ ２ の 切 り 欠 き 図 で あ り 、 概 し て ８ ０ で 示 さ れ る か
み 合 い 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ８ は 、 図 ７ の 機 構 ８ ０ を 線 ８ － ８ で 切 り 取 っ た 断
面 図 で あ る 。 機 構 ８ ０ は 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ を ケ ー ブ ル ３ ０ に か み 合 わ せ る た め の ク ラ ッ
チ 要 素 ８ ４ と 、 戻 り 力 (return force)「 Ｆ ２ 」 を ケ ー ブ ル ３ ０ に 遠 位 方 向 に 加 え る た め の
ば ね ８ ２ と を 備 え る こ と が で き る 。 ば ね ８ ２ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 ワ イ ヤ で 形 成 さ れ た 圧 縮 ば
ね で あ る 場 合 が あ る 。 ば ね ８ ２ は 、 ク ラ ッ チ 要 素 ８ ４ の 近 位 端 と グ リ ッ プ １ ７ に 付 随 す る
壁 ９ ６ と の 間 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ７ に 見 ら れ る よ う に 、 ク ラ ッ チ 要 素 ８ ４ は 、 複 数 の ギ ア 歯 ８ ６ を 有 す る （ 第 １ の ギ ア
と も 称 さ れ る ） ラ ッ ク ギ ア セ グ メ ン ト (rack gear segment)で あ っ て も よ い 。 一 対 の フ ラ
ン ジ （ ９ ２ ， ９ ３ ） は 、 ク ラ ッ チ 要 素 ８ ４ の 側 面 か ら 延 び る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 グ
リ ッ プ １ ７ 上 に 形 成 さ れ た 一 対 の ト ラ ッ ク （ ９ ４ ， ９ ５ ） の 間 に 、 摺 動 可 能 と な る よ う に
保 持 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 ク ラ ッ チ 要 素 ８ ４ の 遠 位 端 に 取 り 付 け る
こ と が で き る 。 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 第 １ の 位 置 か ら 作 動 す

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-296322 A 2007.11.15



る 時 の み 、 ク ラ ッ チ 要 素 ８ ４ の ギ ア 歯 ８ ６ と か み 合 う よ う に 構 成 さ れ た 複 数 の ギ ア 歯 ８ ８
を 有 す る （ 第 ２ の ギ ア と 称 さ れ る こ と も あ る ） ギ ア セ ク タ ー (gear sector)９ ０ を 備 え る
こ と が で き る 。 コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 、 （ 解 放 さ れ た ） 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 ケ ー ブ ル ３ ０
は コ ン ト ロ ー ル １ ８ か ら 解 放 さ れ て お り 、 ケ ー ブ ル ３ ０ は 、 ば ね ８ ２ に よ っ て 遠 位 方 向 に
付 勢 さ せ ら れ て い る 。 使 用 者 が コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 操 作 す る 時 、 ク ラ ッ チ 要 素 ８ ４ お よ び
ケ ー ブ ル ３ ０ が 距 離 「 Ｄ ２ 」 を 近 位 方 向 に 作 動 さ せ 、 そ う さ せ る こ と に よ っ て 、 エ ン ド エ
フ ェ ク タ １ ４ （ 図 １ ） が 、 開 い た 相 対 的 配 置 か ら 閉 じ た 相 対 的 配 置 ま で 作 動 す る よ う な 具
合 に 、 ギ ア 歯 ８ ８ は 歯 ８ ６ と か み 合 う こ と が で き る 。 使 用 者 が コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 解 放 す
る と 、 戻 し ば ね (return spring： リ タ ー ン ス プ リ ン グ )９ ８ は コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 第 １ の
位 置 ま で 作 動 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 ば ね ８ ２ は 、 か み 合 い 機 構 ８ ０ を 遠 位 に 作 動 さ せ
、 そ う さ せ る こ と に よ っ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ は 作 動 し て 開 い た 相 対 的 配 置 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ０ お よ び 図 １ １ は 、 図 １ に 示 さ れ る 可 撓 性 内 視 鏡 器 具 １ ０ の ハ ン ド ル １ ２ の 切 り 欠
き 図 で あ り 、 概 し て １ ０ ０ で 示 さ れ る か み 合 い 機 構 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 含 む 。 図 １ ０ は 、
「 Ａ 」 で 表 示 さ れ る 第 １ の 位 置 に あ る （ 想 像 の ） ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ と 、 「 Ｂ 」 で
表 示 さ れ る 中 間 位 置 に あ る コ ン ト ロ ー ル １ ８ と を 示 す 。 図 １ １ は 、 第 ２ の 位 置 に あ る コ ン
ト ロ ー ル １ ８ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か み 合 い 機 構 １ ０ ０ は 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ を ケ ー ブ ル ３ ０ に か み 合 わ せ る た め の ク ラ ッ
チ 要 素 １ ０ ４ と 、 戻 り 力 「 Ｆ ３ 」 を ケ ー ブ ル ３ ０ に 遠 位 方 向 に 加 え る た め の ば ね １ ０ ２ と
を 備 え 、 そ う す る こ と に よ っ て 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 解 放 さ れ る 時 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １
４ が 、 開 い た 相 対 的 配 置 ま で 作 動 す る よ う に エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 動 か す こ と が で き る
。 ク ラ ッ チ 要 素 １ ０ ４ は 、 （ 第 １ の ギ ア と 称 さ れ る こ と も あ る ） 円 形 ギ ア １ １ ０ と 、 グ リ
ッ プ １ ７ か ら 延 び て い る ピ ン １ ０ ６ の 上 に 、 同 心 で 、 か つ 、 回 転 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら
れ た ド ラ ム １ ０ ８ と を 有 す る こ と が で き る 。 ば ね １ ０ ２ は 、 時 計 の ぜ ん ま い で 形 成 す る こ
と が で き 、 ま た 、 ば ね １ ０ ２ が 、 ク ラ ッ チ 要 素 １ ０ ４ に 対 し て 、 （ 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に
見 ら れ る よ う に ） ピ ン １ ０ ６ に つ い て 反 時 計 回 り 方 向 に ト ル ク を 加 え る よ う な 具 合 に 、 グ
リ ッ プ １ ７ と ク ラ ッ チ 要 素 １ ０ ４ と の 間 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 ケ ー ブ ル ３ ０ の 近 位
端 は 、 ド ラ ム １ ０ ８ の 周 囲 に 巻 き 付 け る か 、 ま た は 、 図 示 さ れ る よ う に 、 リ ン ク (link)１
１ ６ で ス ト ラ ッ プ １ １ ４ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 中 間 位 置 と 第 ２ の 位 置 に あ る 時 、 ク
ラ ッ チ 要 素 １ ０ ４ 上 の 複 数 の 歯 １ １ ２ と か み 合 う こ と の で き る 複 数 の ギ ア 歯 １ ３ ０ を 有 す
る （ 第 ２ の ギ ア と 称 さ れ る こ と も あ る ） ギ ア セ ク タ ー １ ２ ８ を 備 え る こ と が で き る 。 コ ン
ト ロ ー ル １ ８ は 、 リ ン ク １ ２ ０ の 一 方 の 端 部 に 旋 回 心 軸 １ ２ ７ で 旋 回 す る こ と が で き る よ
う に 取 り 付 け ら れ て い る レ バ ー (lever)で あ る 場 合 が あ る 。 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 第
１ の ね じ り ば ね (torsion spring)１ ２ ６ は 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ お よ び リ ン ク １ ２ ０ を 付 勢
し て お り 、 第 １ の 位 置 お よ び 中 間 位 置 を 取 る よ う に 伸 ば さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 リ ン ク
１ ２ ０ の 反 対 端 は 、 グ リ ッ プ １ ７ か ら 延 び て い る ピ ン １ ２ ２ に 、 旋 回 心 軸 で 回 転 す る よ う
に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 第 ２ の ね じ り ば ね １ ２ ４ は 、 ギ ア セ ク タ ー １ ２ ８ の 歯 １ ３ ０
と ク ラ ッ チ 要 素 １ ０ ４ の 歯 １ １ ２ と が 引 き 離 さ れ る よ う な 具 合 に 、 リ ン ク １ ２ ０ を 付 勢 し
、 第 １ の 位 置 に 移 動 す る こ と が で き る 。 使 用 者 が コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 作 動 す る 時 、 コ ン ト
ロ ー ル １ ８ が 旋 回 心 軸 １ ２ ７ の 周 り を 旋 回 す る 前 、 リ ン ク １ ２ ０ が ピ ン １ ２ ２ の 周 り を 確
実 に 旋 回 す る よ う に 、 第 １ の ね じ り ば ね １ ２ ６ は 、 第 ２ の ね じ り ば ね １ ２ ４ よ り も 硬 質 で
あ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 、 （ 解 放 さ れ た ） 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８
を ケ ー ブ ル ３ ０ か ら 解 放 す る こ と が で き 、 そ う す る こ と に よ っ て 、 ば ね １ ０ ２ が 、 ケ ー ブ
ル ３ ０ を 押 し 進 め て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 付 勢 し 、 開 い た 相 対 的 配 置 で そ れ を 停 止 さ
せ る こ と が 可 能 で あ る 。 使 用 者 が コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 中 間 位 置 ま で 押 し 付 け る 時 、 コ ン ト
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ロ ー ル １ ８ は 、 操 作 可 能 な よ う に ケ ー ブ ル ３ ０ と か み 合 う こ と が で き る 。 使 用 者 が コ ン ト
ロ ー ル １ ８ を 第 ２ の 位 置 ま で 押 し 付 け る 時 、 ク ラ ッ チ 機 構 １ ０ ４ は 、 回 転 し て 、 ス ト ラ ッ
プ １ １ ４ を ド ラ ム １ ０ ８ 上 に 巻 き 取 り 、 そ う す る こ と に よ っ て 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 距 離 「 Ｄ
３ 」 だ け 引 っ 張 り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ は 、 図 １ に 示 さ れ る 可 撓 性 内 視 鏡 器 具 １ ０ の ハ ン ド ル １ ２ の 切 り 欠
き 図 で あ っ て 、 概 し て １ ３ １ で 示 さ れ る か み 合 い 機 構 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 含 む 。 図 １ ２ は
、 第 １ の 位 置 に あ る ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 示 し 、 図 １ ３ は 、 第 ２ の 位 置 に あ る ユ ー
ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 示 す 。 機 構 １ ３ １ は 、 シ ャ フ ト １ ６ を 通 っ て 延 び て い る ２ 本 の ケ
ー ブ ル で あ っ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ に 操 作 可 能 な よ う に 接 続 さ れ て い る 該 ケ ー ブ ル を
作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 （ 第 １ の 作 動 要 素 と 称 さ れ る こ と も あ る
） ケ ー ブ ル ３ ０ を 作 動 さ せ て 、 前 の 諸 実 施 形 態 の 場 合 の よ う に 、 顎 （ ２ ４ ， ２ ６ ） （ 図 ２
） を 開 閉 す る よ う な 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 １ の 機 能 を 操 作 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 作
動 要 素 １ ３ ６ を 作 動 さ せ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 第 ２ の 機 能 （ 例 え ば 、 留 め 具 の 配 置 (dep
loyment)、 顎 に 含 ま れ る 機 構 の 解 放 (release)、 ま た は 、 プ ロ ー ブ の 伸 張 ） を 操 作 す る こ
と が で き る 。 第 ２ の 作 動 要 素 １ ３ ６ は ま た 、 ケ ー ブ ル １ ３ ６ 上 の 張 力 が エ ン ド エ フ ェ ク タ
を 開 き 、 ま た 、 ケ ー ブ ル ３ ０ 上 の 張 力 が エ ン ド エ フ ェ ク タ を 閉 じ る よ う な 具 合 に ケ ー ブ ル
１ ３ ６ が ケ ー ブ ル ３ ０ と 相 反 的 に 作 動 す る よ う な や り 方 で 、 連 動 機 構 (linkage)２ ８ に 取
り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 か み 合 い 機 構 １ ３ １ は 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ を ケ ー ブ ル ３ ０ に か み 合 わ せ る た め
の ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ と 、 第 １ の 力 「 Ｆ ４ － １ 」 を ケ ー ブ ル ３ ０ に 加 え る た め の 第 １ の ば
ね １ ３ ２ と 、 第 ２ の 力 「 Ｆ ４ － ２ 」 を ケ ー ブ ル １ ３ ６ に 加 え る た め の 第 ２ の ば ね １ ３ ４ と
を 備 え る こ と が で き る 。 ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ は 、 図 ４ の ク ラ ッ チ 要 素 ５ ４ （ ス ク リ ー ン ・
ド ア ・ デ バ イ ス (screen door device)） に 類 似 す る こ と が あ る 。 金 属 ま た は 硬 質 プ ラ ス チ
ッ ク で 作 ら れ た 平 板 で あ っ て 、 ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ が 、 駆 動 シ リ ン ダ ー (drive cylinder)
１ ４ ６ に 対 し て （ 図 ４ で は 、 ほ ぼ 垂 直 で あ る よ う に 示 さ れ て い る ） 第 １ の 配 向 を し て い る
時 、 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ 上 を 自 由 に 摺 動 す る （ 図 示 さ れ て い な い ） 開 口 (aperture)を 有
す る 該 平 板 で 、 ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ を 形 成 す る こ と が で き る 。 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、
ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ が 第 ２ の 配 向 に 傾 く 時 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ が 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ を
近 位 方 向 に 作 動 さ せ 、 そ う さ せ る こ と に よ っ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ を 閉 じ る こ と が で
き る よ う な 具 合 に 、 ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ は 、 開 口 に お い て 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ 上 に ロ ッ
ク さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 フ ォ ー ク １ ５ ２ は 、 コ ン ト ロ ー ル １ ８ か ら 延 び る 場 合 が あ り 、 ま た 、 図 ５ に 示 さ れ る フ
ォ ー ク ７ ６ と 類 似 し て 構 成 す る こ と が で き る 。 フ ォ ー ク １ ５ ２ は 、 ク ラ ッ チ 要 素 １ ５ ４ の
両 側 面 か ら 延 び て い る 一 対 の 下 部 旋 回 心 軸 (lower pivot)１ ５ ６ を 保 持 す る ス ロ ッ ト １ ５
４ を 有 す る こ と が で き る 。 一 対 の 上 部 旋 回 心 軸 (upper pivot)１ ５ ８ は 、 ク ラ ッ チ 要 素 １
３ ８ の 両 側 面 か ら 延 び る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 グ リ ッ プ １ ７ の 相 対 す る 側 面 に 形 成 さ
れ た 一 対 の ト ラ ッ ク １ ６ ０ の 中 に 摺 動 可 能 な よ う に 保 持 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 使 用 者
が コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 押 し 付 け る 時 、 フ ォ ー ク １ ５ ２ は 、 旋 回 心 軸 ７ ８ の 周 り を 回 転 し て
、 ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ を 傾 け 、 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ 上 に ロ ッ ク し 、 次 い で 、 駆 動 シ リ ン
ダ ー １ ４ ６ を 近 位 方 向 に 押 し 付 け 、 そ う す る こ と に よ っ て 、 ケ ー ブ ル ３ ０ を 引 っ 張 る こ と
が で き る 。 使 用 者 が コ ン ト ロ ー ル １ ８ を 解 放 す る 時 、 戻 り ば ね １ ６ ６ は コ ン ト ロ ー ル １ ８
を 第 １ の 位 置 ま で 作 動 さ せ る こ と が で き 、 ク ラ ッ チ ば ね １ ６ ８ は ク ラ ッ チ 要 素 １ ３ ８ を 第
２ の 配 向 （ 垂 直 な 方 向 ） に 戻 す こ と が で き 、 ま た 、 第 １ の 付 勢 要 素 (biasing element)１
３ ２ は 機 構 １ ３ １ お よ び ケ ー ブ ル ３ ０ を 遠 位 に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル １ ８ は 、 第 １ の 位 置 に あ る （ 解 放 さ れ て い る ） 時 、 ケ ー ブ ル ３ ０
か ら 解 放 さ れ る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 で ケ ー ブ ル ３ ０
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と か み 合 う こ と が で き る 。 し か し 、 コ ン ト ロ ー ル ノ ブ (control knob)１ ４ ８ は 、 常 時 、 第
２ の 作 動 要 素 １ ３ ６ と か み 合 う こ と が で き る 。 ノ ブ １ ４ ８ は 、 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ の 内
部 で 自 由 に 回 転 す る こ と の で き る 駆 動 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 近 位 端 に 取 り 付 け る こ と が で き る
。 し か し 、 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ は 、 そ れ の 外 面 上 で 、 グ リ ッ プ １ ７ か ら 延 び て い る 機 構
(features)１ ６ ２ に よ っ て 、 回 転 が 抑 制 さ れ る よ う に 、 構 成 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 リ
ー ル (reel)１ ５ ２ は 、 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ ０ の 遠 位 端 に 回 転 可 能 な よ う に 取 り 付 け る こ と が
で き る 。 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ お よ び リ ー ル １ ５ ２ は 、 一 対 の ス ナ ッ プ リ ン グ (snap ring
s)（ １ ４ ２ ， １ ４ ４ ） の 間 で 駆 動 シ ャ フ ト １ ６ ０ 上 に 保 持 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 ケ ー
ブ ル １ ３ ６ の 近 位 端 は 、 リ ー ル １ ５ ２ の 周 り に 巻 き 付 け る こ と が で き る 。 ア ー ム １ ５ ０ は
、 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ か ら 延 び る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 ア ー ム １ ５ ０ は 、 コ ン ト ロ
ー ル １ ８ お よ び 機 構 １ ３ １ が 長 手 方 向 に 配 置 さ れ る 方 法 と は 関 係 な く 、 使 用 者 が 、 ノ ブ １
４ ８ を 回 転 し て ケ ー ブ ル １ ３ ６ を 巻 き 取 る 、 お よ び 、 緩 め る こ と が で き る よ う な 具 合 に 、
ケ ー ブ ル １ ３ ６ を リ ー ル １ ５ ２ の 上 に 導 く よ う に 配 置 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 駆 動 シ ャ
フ ト １ ４ ０ の 回 転 に よ っ て ケ ー ブ ル ３ ０ が ね じ れ な い よ う な 具 合 に 、 ケ ー ブ ル ３ ０ の 近 位
端 は 、 ボ ー ル コ ネ ク タ ー (ball connector)141に よ っ て 駆 動 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 遠 位 端 に 回
転 可 能 な よ う に 保 持 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ の 付 勢 要 素 (bias element)１ ３ ２ は 、 シ ャ フ ト １ ４ ０ 上 に 組 み 立 て ら れ た コ イ ル 状
鋼 ワ イ ヤ の 圧 縮 ば ね で あ っ て 、 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ の 近 位 端 と グ リ ッ プ １ ７ の 壁 １ ６ ４
と の 間 に 配 置 さ れ て い る 該 圧 縮 ば ね で あ る 場 合 が あ る 。 第 ２ の 付 勢 要 素 (biasing element
)１ ３ ４ は 、 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ の 遠 位 端 の 上 に 組 み 立 て ら れ た 鋼 ワ イ ヤ の ね じ り ば ね
で あ っ て 、 リ ー ル １ ５ ２ と 駆 動 シ リ ン ダ ー １ ４ ６ と の 間 に 取 り 付 け ら れ て 、 ケ ー ブ ル １ ３
６ に 力 「 Ｆ ４ － ２ 」 を 提 供 す る 該 ね じ り ば ね で あ る 場 合 が あ る 。 ケ ー ブ ル １ ３ ６ が グ リ ッ
プ １ ７ に よ っ て 送 ら れ る 方 法 に よ る が 、 ケ ー ブ ル １ ３ ６ は 、 か み 合 い 機 構 １ ３ １ が 第 １ の
位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 を 移 動 す る 間 に 必 要 と さ れ る 、 リ ー ル １ ５ ２ か ら の 僅 か な 量 を 巻
き 付 け る か 、 ま た は 、 ほ ど く (unwrap)こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 明 細 書 に 記 述 さ れ 、 か つ 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の か み 合 い 機 構 は 、 組 織 を 掴 む か ま
た は 留 め る よ う に 、 外 科 用 縫 合 針 を 保 持 す る よ う に 、 留 め 具 を 用 い る よ う に 、 組 織 を 引 っ
込 め る よ う に 、 組 織 を 切 断 す る よ う に 、 ま た 、 エ ネ ル ギ ー を 加 え る よ う に 構 成 さ れ た エ ン
ド エ フ ェ ク タ を 有 す る 医 療 器 具 を 包 含 す る 多 数 の 医 療 器 具 の い ず れ か １ つ に 適 合 さ せ る こ
と が で き る 。 更 に 、 可 撓 性 内 視 鏡 器 具 １ ０ の シ ャ フ ト １ ６ は 、 本 明 細 書 で は 、 概 し て 細 長
く 管 状 で あ り 可 撓 性 で あ り 、 し か も 、 作 動 要 素 を 保 持 す る た め の 、 取 り 囲 ま れ た チ ャ ネ ル
を 備 え て い る よ う に 記 述 さ れ て き た が 、 該 シ ャ フ ト は 、 比 較 的 短 く 、 非 管 状 で あ り 、 フ レ
ー ム 様 で あ り 、 比 較 的 硬 質 で あ る 場 合 も あ り 、 ま た 、 該 チ ャ ネ ル は 、 取 り 囲 ま れ て い な い
場 合 も あ る が 、 そ う で は な く て 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル を エ ン ド エ フ ェ ク タ に 操 作 可 能 な
よ う に 連 結 す る 作 動 要 素 を 導 き 、 保 持 し 、 お よ び ／ ま た は 、 収 容 す る た め の 、 該 シ ャ フ ト
上 の 諸 機 構 (features)に よ っ て 規 定 さ れ る 場 合 も あ る 。 概 し て 、 本 明 細 書 に 記 述 し た か み
合 い 機 構 は 、 例 え ば 医 療 器 具 を 操 作 す る 間 、 シ ャ フ ト と 作 動 要 素 と の 間 に 意 図 的 で な い 相
対 的 移 動 量 が 存 在 す る 該 医 療 器 具 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。 本 明 細 書 に 記 述 し た か み 合
い 機 構 は ま た 、 特 定 器 具 の 部 品 の 寸 法 が 変 動 す る こ と に 起 因 す る 、 各 々 の 器 具 を 個 別 注 文
で 組 立 て る 必 要 性 を 排 除 す る た め に 、 上 記 の 諸 医 療 器 具 の 中 に 組 み 入 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し た が っ て 、 医 療 器 具 は 、 幾 つ か の 実 施 形 態 に 関 連 し 、 図 示 さ れ 記 述 さ れ て き た が 、 当
業 者 は 部 分 的 変 更 を 想 到 す る こ と が で き る と い う こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 こ の 医 療 器 具
は 、 そ の よ う な 変 更 を 含 み 、 添 付 の 請 求 項 の 範 囲 に よ っ て の み 限 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 シ ャ フ ト で あ っ て 、 当 該 シ ャ フ ト を 通 っ て 延 び て い る チ ャ ネ ル を 有 し 、 近 位 端 お よ び 遠
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位 端 を 有 す る 前 記 シ ャ フ ト と 、
　 前 記 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び て い る 作 動 要 素 で あ っ て 、 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 前 記
作 動 要 素 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 作 動 要 素 の 前 記 遠 位 端 に 操 作
可 能 な よ う に 連 結 さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 前 記 作 動 要 素 が 、 前 記 エ ン ド エ
フ ェ ク タ を 第 １ の 相 対 的 配 置 と 第 ２ の 相 対 的 配 置 と の 間 で 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 第 １ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 ２ の
位 置 と の 間 で 作 動 可 能 で あ る コ ン ト ロ ー ル で あ っ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置
に あ る 時 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル は 前 記 作 動 要 素 か ら 操 作 可 能 な よ う に 連 結 が 断 た れ る 、 前 記
コ ン ト ロ ー ル と 、
　 を 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
（ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト お よ び 前 記 作 動 要 素 は 、 可 撓 性 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ ３ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト お よ び 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ネ ル の 中 に 挿 入
さ れ る 大 き さ に 作 ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 組 織 を 掴 む よ う に 、 組 織 を 留 め る よ う に 、 針 を 保 持 す る よ う
に 、 留 め 具 を 使 用 す る よ う に 、 ク リ ッ プ を 使 用 す る よ う に 、 組 織 を 引 っ 込 め る よ う に 、 組
織 を 切 断 す る よ う に 、 ま た は 、 組 織 に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 医 療
器 具 。
（ ５ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 か み 合 い 機 構 で あ っ て 、
　 　 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 さ れ る 時 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 前 記 作 動
要 素 に 、 解 放 可 能 な よ う に か み 合 わ せ る よ う に 構 成 さ れ た ク ラ ッ チ 要 素 、 お よ び 、
　 　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 第 １ の 位 置 に 付 勢 さ れ る よ う に 、 前 記 作 動 要 素 に 戻 り 力
を 加 え る よ う に 構 成 さ れ た ば ね 要 素 、
　 を 有 す る 、 か み 合 い 機 構 、
　 を 更 に 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ６ ） 実 施 態 様 ５ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 は 、 硬 質 材 料 を 通 過 す る 開 口 を 有 す る 前 記 硬 質 材 料 で 形 成 さ れ て お り
、
　 前 記 か み 合 い 機 構 は 、
　 前 記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 駆 動 要 素 で あ っ て 、 前 記 開 口 を 通 っ て 挿 入
さ れ 、 そ う さ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ の 位 置 か ら 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 作 動 さ せ る こ と
に よ り 、 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 が 前 記 開 口 で 前 記 駆 動 要 素 の 上 に ロ ッ ク さ れ る よ う に 、 前 記 駆
動 要 素 に 対 し て 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 を 配 向 す る 、 前 記 駆 動 要 素 、
　 を 更 に 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
（ ７ ） 実 施 態 様 ５ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 は 、 前 記 作 動 要 素 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の ギ ア を 有 し て お り 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル は 、 第 ２ の ギ ア を 有 し て お り 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 操 作 可 能
な よ う に 解 放 さ れ 、 ま た 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置 と の 間 に
あ る 時 、 操 作 可 能 な よ う に か み 合 わ さ れ 、
　 前 記 ば ね 要 素 は 、 前 記 ば ね 要 素 の 力 が 前 記 作 動 要 素 に 加 え ら れ る よ う に 、 前 記 第 １ の ギ
ア と 前 記 ハ ン ド ル と の 間 に 操 作 可 能 な よ う に 配 置 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ ８ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の ギ ア は 、 前 記 ハ ン ド ル 上 の ト ラ ッ ク に 沿 っ て 近 位 方 向 お よ び 遠 位 方 向 に 作 動
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す る よ う に 抑 制 さ れ て い る ラ ッ ク セ グ メ ン ト で あ り 、
　 前 記 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル に 取 り 付 け ら れ た ギ ア セ ク タ ー で あ っ て 、 前 記 コ
ン ト ロ ー ル の 作 動 に よ っ て 、 前 記 第 ２ の ギ ア が 回 転 す る よ う に 、 前 記 ハ ン ド ル に 回 転 可 能
な よ う に 取 り 付 け ら れ た 、 前 記 ギ ア セ ク タ ー で あ る 、 医 療 器 具 。
（ ９ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の ギ ア は 、 前 記 ハ ン ド ル に 回 転 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら れ た 円 形 ギ ア で あ り 、
　 前 記 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 前 記 ハ ン ド ル に 回 転 可 能
な よ う に 取 り 付 け ら れ た ギ ア セ ク タ ー で あ り 、
　 前 記 か み 合 い 機 構 は 、 前 記 円 形 ギ ア に 同 心 で 取 り 付 け ら れ て い る ド ラ ム を 更 に 備 え て お
り 、
　 前 記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 端 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 す る 時 、 前
記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 部 分 が 前 記 ド ラ ム の 周 り に 巻 き 付 く よ う に 、 前 記 ド ラ ム に 取 り 付 け
ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 ９ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 ば ね 要 素 は 、 前 記 ハ ン ド ル と 前 記 第 ２ の ギ ア と の 間 に 取 り 付 け ら れ た 時 計 用 ぜ ん ま
い で あ り 、 前 記 時 計 用 ぜ ん ま い は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 さ れ る に
つ れ て 、 巻 か れ る よ う に な っ て い る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ １ １ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 シ ャ フ ト で あ っ て 、 当 該 シ ャ フ ト を 通 っ て 延 び て い る チ ャ ネ ル を 有 し 、 近 位 端 お よ び 遠
位 端 を 有 す る 、 前 記 シ ャ フ ト と 、
　 前 記 チ ャ ネ ル を 通 っ て 延 び て い る 作 動 要 素 で あ っ て 、 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 、 前
記 作 動 要 素 と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 作 動 要 素 の 前 記 遠 位 端 に 操 作
可 能 な よ う に 連 結 さ れ て い る エ ン ド エ フ ェ ク タ で あ っ て 、 前 記 作 動 要 素 が 、 前 記 エ ン ド エ
フ ェ ク タ を 第 １ の 相 対 的 配 置 と 第 ２ の 相 対 的 配 置 と の 間 で 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い
る 、 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ て い る ハ ン ド ル で あ っ て 、 前 記 第 １ の 相 対 的
配 置 に 対 応 す る 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 相 対 的 配 置 に 対 応 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 で 作 動 可
能 で あ る コ ン ト ロ ー ル を 有 し 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 前 記 コ ン ト
ロ ー ル は 前 記 作 動 要 素 か ら 操 作 可 能 な よ う に 連 結 が 断 た れ る 、 前 記 ハ ン ド ル と 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 す る 時 、 前 記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 端 に 前 記
コ ン ト ロ ー ル を 操 作 可 能 な よ う に 連 結 す る た め の か み 合 い 機 構 と 、
　 を 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
（ １ ２ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 か み 合 い 機 構 は 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 さ れ る 時 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 前 記 作 動 要
素 に 解 放 可 能 な よ う に か み 合 わ せ る よ う に 構 成 さ れ た ク ラ ッ チ 要 素 で あ っ て 、 硬 質 材 料 を
通 過 す る 開 口 を 有 す る 前 記 硬 質 材 料 で 形 成 さ れ て い る 、 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 、
　 前 記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 駆 動 要 素 で あ っ て 、 前 記 開 口 を 通 っ て 挿 入
さ れ 、 そ う さ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ の 位 置 か ら 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 作 動 さ せ る こ と
に よ り 、 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 が 前 記 開 口 で 前 記 駆 動 要 素 の 上 に ロ ッ ク さ れ る よ う に 、 前 記 駆
動 要 素 に 対 し て 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 を 配 向 す る 、 前 記 駆 動 要 素 、 お よ び 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 第 １ の 位 置 に 付 勢 さ れ る よ う に 、 前 記 作 動 要 素 に 戻 り 力 を
加 え る よ う に 構 成 さ れ て い る ば ね 要 素 、
　 を 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
（ １ ３ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト お よ び 前 記 作 動 要 素 は 、 可 撓 性 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト お よ び 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ネ ル の 中 に 挿 入
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さ れ る 大 き さ に 作 ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ １ ５ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 組 織 を 掴 む よ う に 、 組 織 を 留 め る よ う に 、 針 を 保 持 す る よ う
に 、 留 め 具 を 使 用 す る よ う に 、 ク リ ッ プ を 使 用 す る よ う に 、 組 織 を 引 っ 込 め る よ う に 、 組
織 を 切 断 す る よ う に 、 ま た は 、 組 織 に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 医 療
器 具 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ １ ６ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 か み 合 い 機 構 は 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 さ れ る 時 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 前 記 作 動 要
素 に 解 放 可 能 な よ う に か み 合 わ せ る よ う に 構 成 さ れ た ク ラ ッ チ 要 素 で あ っ て 、
　 　 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 は 、 前 記 作 動 要 素 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の ギ ア を 有 し て お り 、
　 　 前 記 コ ン ト ロ ー ル は 第 ２ の ギ ア を 有 し て お り 、
　 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る 時 、 操 作 可
能 な よ う に 解 放 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 と 前 記 第 ２ の 位 置
と の 間 に あ る 時 、 操 作 可 能 な よ う に か み 合 わ さ れ て い る 、
　 前 記 ク ラ ッ チ 要 素 、 な ら び に 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 前 記 第 １ の 位 置 に 付 勢 さ れ る よ う に 、 前 記 作 動 要 素 に 戻 り 力 を
加 え る よ う に 構 成 さ れ て い る ば ね 要 素 で あ っ て 、 前 記 ば ね 要 素 の 前 記 力 が 前 記 作 動 要 素 に
加 え ら れ る よ う に 、 前 記 第 １ の ギ ア と 前 記 ハ ン ド ル と の 間 に 操 作 可 能 な よ う に 配 置 さ れ て
い る 、 前 記 ば ね 要 素 、
　 を 備 え て い る 、 医 療 器 具 。
（ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の ギ ア は 、 前 記 ハ ン ド ル 上 の ト ラ ッ ク に 沿 っ て 近 位 方 向 お よ び 遠 位 方 向 に 作 動
す る よ う に 抑 制 さ れ て い る ラ ッ ク セ グ メ ン ト で あ り 、
　 前 記 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル に 取 り 付 け ら れ た ギ ア セ ク タ ー で あ っ て 、 前 記 コ
ン ト ロ ー ル の 作 動 に よ っ て 、 前 記 第 ２ の ギ ア が 回 転 す る よ う に 、 前 記 ハ ン ド ル に 回 転 可 能
な よ う に 取 り 付 け ら れ た 、 前 記 ギ ア セ ク タ ー で あ る 、 医 療 器 具 。
（ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の ギ ア は 、 前 記 ハ ン ド ル に 回 転 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら れ た 円 形 ギ ア で あ り 、
　 前 記 第 ２ の ギ ア は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル に 取 り 付 け ら れ た ギ ア セ ク タ ー で あ っ て 、 前 記 ハ
ン ド ル に 回 転 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら れ た 、 前 記 ギ ア セ ク タ ー で あ り 、
　 前 記 か み 合 い 機 構 は 、 前 記 円 形 ギ ア に 同 心 で 取 り 付 け ら れ て い る ド ラ ム を 更 に 備 え て お
り 、
　 前 記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 端 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 前 記 第 １ の 位 置 か ら 作 動 す る 時 、 前
記 作 動 要 素 の 前 記 近 位 部 分 が 前 記 ド ラ ム の 周 り に 巻 き 付 く よ う に 、 前 記 ド ラ ム に 取 り 付 け
ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト お よ び 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 内 視 鏡 の ワ ー キ ン グ チ ャ ネ ル の 中 に 挿 入
さ れ る 大 き さ に 作 ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 組 織 を 掴 む よ う に 、 組 織 を 留 め る よ う に 、 針 を 保 持 す る よ う
に 、 留 め 具 を 使 用 す る よ う に 、 ク リ ッ プ を 使 用 す る よ う に 、 組 織 を 引 っ 込 め る よ う に 、 組
織 を 切 断 す る よ う に 、 ま た は 、 組 織 に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 医 療
器 具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 可 撓 性 内 視 鏡 器 具 の 典 型 的 な 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ っ て 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル
が 第 ２ の 位 置 に あ り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 、 閉 じ た 相 対 的 配 置 に あ る こ と を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 器 具 の 遠 位 部 分 の 断 面 図 で あ っ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 、 開 い た 相
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対 的 配 置 に あ る こ と を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 内 視 鏡 器 具 の 遠 位 部 分 の 側 面 で あ っ て 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ が 、 閉 じ た 相 対
的 配 置 に あ る こ と を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 内 視 鏡 器 具 の ハ ン ド ル の 切 り 欠 き 図 で あ っ て 、 第 １ の 位 置 に あ る か み 合 い
機 構 の 第 １ の 実 施 形 態 を 含 ん で い る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の か み 合 い 機 構 を 線 ５ － ５ で 切 り 取 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 位 置 に あ る 、 図 ４ に 示 さ れ る か み 合 い 機 構 の 切 り 欠 き 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ の 内 視 鏡 器 具 の ハ ン ド ル の 切 り 欠 き 図 で あ っ て 、 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル が 第
１ の 位 置 に あ る か み 合 い 機 構 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 含 ん で い る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の か み 合 い 機 構 を 線 ８ － ８ で 切 り 取 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ の 位 置 に あ る 、 図 ７ の か み 合 い 機 構 の 切 り 欠 き 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の 内 視 鏡 器 具 の ハ ン ド ル の 切 り 欠 き 図 で あ っ て 、 第 １ の 位 置 に あ る か み 合
い 機 構 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 含 ん で い る 。
【 図 １ １ 】 第 ２ の 位 置 に あ る 、 図 １ ０ の か み 合 い 機 構 の 切 り 欠 き 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 器 具 の ハ ン ド ル の 切 り 欠 き 図 で あ っ て 、 第 １ の 位 置 に あ る か み 合
い 機 構 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 含 ん で い る 。
【 図 １ ３ 】 第 ２ の 位 置 に あ る 、 図 １ ２ の か み 合 い 機 構 の 切 り 欠 き 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 １ ０ 　 　 可 撓 性 内 視 鏡 器 具
　 　 １ ２ 　 　 ハ ン ド ル
　 　 １ ４ 　 　 エ ン ド エ フ ェ ク タ
　 　 １ ６ 　 　 シ ャ フ ト
　 　 １ ７ 　 　 グ リ ッ プ
　 　 １ ８ 　 　 ユ ー ザ ー コ ン ト ロ ー ル
　 　 ２ ０ 　 　 シ ャ フ ト １ ６ の 近 位 端
　 　 ２ ２ 　 　 シ ャ フ ト １ ６ の 遠 位 端
　 　 ２ ４ 　 　 あ ご
　 　 ２ ５ 　 　 あ ご
　 　 ２ ８ 　 　 連 動 機 構
　 　 ３ ０ 　 　 ケ ー ブ ル
　 　 ３ ２ 　 　 コ ネ ク タ
　 　 ３ ４ 　 　 チ ュ ー ブ
　 　 ３ ６ 　 　 チ ャ ネ ル
　 　 ３ ８ 　 　 保 持 具
　 　 ４ ０ 　 　 旋 回 心 軸
　 　 ５ ０ 　 　 か み 合 い 機 構
　 　 ５ ４ 　 　 ク ラ ッ チ 要 素
　 　 ５ ６ 　 　 ば ね
　 　 ５ ７ 　 　 ド ラ イ ブ ロ ッ ド
　 　 ５ ８ 　 　 ボ ッ ク ス
　 　 ６ ０ 　 　 旋 回 心 軸
　 　 ６ ２ 　 　 ト ル ク ば ね
　 　 ６ ４ 　 　 開 口 部
　 　 ６ ６ 　 　 止 め 具
　 　 ６ ８ 　 　 支 柱
　 　 ７ ０ 　 　 支 柱
　 　 ７ ２ 　 　 爪
　 　 ７ ４ 　 　 爪
　 　 ７ ６ 　 　 フ ォ ー ク
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　 　 ７ ８ 　 　 ト ラ ッ ク
　 　 ７ ９ 　 　 レ バ ー 軸
　 　 ８ ０ 　 　 か み 合 い 機 構
　 　 ８ ２ 　 　 ば ね
　 　 ８ ４ 　 　 ク ラ ッ チ 要 素
　 　 ８ ６ 　 　 ギ ア 歯
　 　 ８ ８ 　 　 ギ ア 歯
　 　 ９ ２ ， ９ ３ 　 　 一 対 の フ ラ ン ジ
　 　 ９ ４ ， ９ ５ 　 　 一 対 の ト ラ ッ ク
　 　 ９ ０ 　 　 ギ ア セ ク タ ー
　 　 ９ ６ 　 　 壁
　 　 ９ ８ 　 　 戻 し ば ね
　 　 １ ０ ０ 　 　 か み 合 い 機 構
　 　 １ ０ ２ 　 　 ば ね
　 　 １ ０ ４ 　 　 ク ラ ッ チ 要 素
　 　 １ ０ ６ 　 　 ピ ン
　 　 １ ０ ８ 　 　 ド ラ ム
　 　 １ １ ０ 　 　 円 形 ギ ア
　 　 １ １ ２ 　 　 歯
　 　 １ １ ４ 　 　 ス ト ラ ッ プ
　 　 １ １ ６ 　 　 リ ン ク
　 　 １ ２ ０ 　 　 リ ン ク
　 　 １ ２ ２ 　 　 ピ ン
　 　 １ ２ ４ 　 　 第 ２ の ね じ り ば ね
　 　 １ ２ ６ 　 　 第 １ の ね じ り ば ね
　 　 １ ２ ７ 　 　 旋 回 心 軸
　 　 １ ２ ８ 　 　 ギ ア セ ク タ ー
　 　 １ ３ ０ 　 　 ギ ア 歯
　 　 １ ３ １ 　 　 か み 合 い 機 構
　 　 １ ３ ２ 　 　 第 １ の ば ね
　 　 １ ３ ２ 　 　 第 １ の 偏 向 要 素
　 　 １ ３ ４ 　 　 第 ２ の ば ね
　 　 １ ３ ４ 　 　 第 ２ の 偏 向 要 素
　 　 １ ３ ６ 　 　 第 ２ の 作 動 要 素
　 　 １ ３ ６ 　 　 ケ ー ブ ル
　 　 １ ３ ８ 　 　 ク ラ ッ チ 要 素
　 　 １ ４ ０ 　 　 駆 動 シ ャ フ ト
　 　 １ ４ １ 　 　 ボ ー ル コ ネ ク タ ー
　 　 １ ４ ２ ， １ ４ ４ 　 　 一 対 の ス ナ ッ プ リ ン グ
　 　 １ ４ ６ 　 　 駆 動 シ リ ン ダ ー
　 　 １ ４ ８ 　 　 コ ン ト ロ ー ル ノ ブ
　 　 １ ５ ０ 　 　 ア ー ム
　 　 １ ５ ２ 　 　 リ ー ル
　 　 １ ５ ２ 　 　 フ ォ ー ク
　 　 １ ５ ４ 　 　 ク ラ ッ チ 要 素
　 　 １ ５ ４ 　 　 ス ロ ッ ト
　 　 １ ５ ６ 　 　 一 対 の 下 部 旋 回 心 軸
　 　 １ ５ ８ 　 　 一 対 の 上 部 旋 回 心 軸
　 　 １ ６ ０ 　 　 一 対 の ト ラ ッ ク
　 　 １ ６ ０ 　 　 駆 動 シ ャ フ ト
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　 　 １ ６ ２ 　 　 機 構
　 　 １ ６ ４ 　 　 グ リ ッ プ １ ７ の 壁
　 　 １ ６ ６ 　 　 戻 り ば ね
　 　 １ ６ ８ 　 　 ク ラ ッ チ ば ね

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

(19) JP 2007-296322 A 2007.11.15



フロントページの続き

(74)代理人  100101133
            弁理士　濱田　初音
(72)発明者  ジョン・ピー・ミーサマー
            アメリカ合衆国、４５２４９　オハイオ州、シンシナティ、ウェラー・ステーション　８７８０
(72)発明者  ジョナサン・アレン・コー
            アメリカ合衆国、４５２３６　オハイオ州、シンシナティ、セント・ジョンズ・テラス　３９１２
(72)発明者  リチャード・エフ・シュエムバーガー
            アメリカ合衆国、４５２４７　オハイオ州、シンシナティ、イーグル・クリーク・シーティー　８
            ２５０
Ｆターム(参考) 4C060 MM24 
　　　　 　　  4C061 GG15  HH56 

(20) JP 2007-296322 A 2007.11.15



【 外 国 語 明 細 書 】

(21) JP 2007-296322 A 2007.11.15

2007296322000001.pdf



专利名称(译) 医疗器械与接合机制

公开(公告)号 JP2007296322A 公开(公告)日 2007-11-15

申请号 JP2007072899 申请日 2007-03-20

[标]申请(专利权)人(译) 伊西康内外科公司

申请(专利权)人(译) 爱惜康完 - Sajeryi公司

[标]发明人 ジョンピーミーサマー
ジョナサンアレンコー
リチャードエフシュエムバーガー

发明人 ジョン·ピー·ミーサマー
ジョナサン·アレン·コー
リチャード·エフ·シュエムバーガー

IPC分类号 A61B17/28 A61B1/00 A61B17/32 A61B18/00

CPC分类号 A61B17/2909 A61B2017/2905 A61B2017/292 A61B2017/2923 A61B2090/08021

FI分类号 A61B17/28.310 A61B1/00.334.D A61B17/32.330 A61B17/36 A61B1/018.515 A61B17/28 A61B17/295 
A61B18/12

F-TERM分类号 4C060/MM24 4C061/GG15 4C061/HH56 4C160/BB23 4C160/FF19 4C160/GG30 4C160/KK06 4C160
/NN09 4C160/NN12 4C160/NN14 4C160/NN15 4C161/GG15 4C161/HH56

优先权 11/385540 2006-03-21 US

其他公开文献 JP5301104B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

一种具有轴的改进的医疗设备，该轴具有可操作地将用户控件连接到末
端执行器的致动元件。 医疗设备包括轴，该轴具有延伸穿过轴的通道和
延伸穿过该通道的致动元件。 医疗装置位于轴的远端22处，并且是可操
作地联接到致动元件的远端的端部执行器14，该致动元件包括处于第一
相对位置的端部执行器14。 可以进一步包括构造成在构造和第二相对构
造之间致动的末端执行器14。 在对应于第一相对布置的第一位置和对应
于第二相对布置的第二位置之间可操作的控制器18，该控制器18处于第
一位置。 有时，控制器18还包括与操作元件可操作地断开连接的控制器
18。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a3af8157-5edd-4ca8-9aa9-a94a6f4b810e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038255094/publication/JP2007296322A?q=JP2007296322A

